
2020（令和２）年４月１日　第58号- 1

公益財団法人　こしじ水と緑の会

生
物
多
様
性
と
農
業
の
視
点
か
ら

地
球
温
暖
化
を
想
う

�

理 

事　

及
川
紀
久
雄

Contents

●�生物多様性と農業の視点から地球
温暖化を想う
　理事　及川紀久雄

●自然保護助成基金助成先のご紹介
　・新潟DNAバーコーディング研究会

●活動紹介
　・里山自然教室「雪とのつきあい方」

●「越路の森」のご紹介

●第19回自然保護助成基金助成先

●春のプログラムのご案内
アカネの仲間の赤トンボでしょうか。この数年以来10月頃拙宅
の庭にやってくる赤トンボが見られることが少なくなりました。
撮影：及川紀久雄（2011.10.14新潟市西区真砂）

Koshiji　Nature　FoundationKoshiji　Nature　Foundation

2020年４月
No.58

春  号

　

２
０
２
０
年
２
月
14
日
、
南
極
で
の
気

温
初
の
20
℃
超
え
を
観
測
、
史
上
最
高
気

温
と
信
じ
難
い
驚
愕
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

ま
し
た
。
地
球
の
気
温
は
長
期
的
に
は
１

０
０
年
当
た
り
０
．
７
４
℃
上
昇
し
て
い

る
の
だ
そ
う
で
す
が
、
南
極
大
陸
で
は
こ

こ
５
０
年
で
気
温
は
３
℃
上
昇
し
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
南
極
大
陸
の
異
常

気
象
は
今
年
の
一
度
き
り
の
気
温
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
世
界
的
異
常
気
温
の
状
態

は
、
全
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は

記
録
的
な
量
に
達
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
抑

制
、
削
減
は
も
う
待
て
な
い
と
２
０
１
９

年
９
月
23
日
か
ら
国
連
本
部
で
「
気
候
行

動
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
」
が
開
催
さ
れ
、

気
候
変
動
対
策
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
大
雨
の
長
期
停
滞
、
大
型
台

風
の
来
襲
、
40
℃
を
超
え
る
高
温
地
域
の

頻
発
、
近
年
素
人
で
も
異
常
気
象
と
思
え

る
状
況
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
も
温

室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ

ン
、
一
酸
化
二
窒
素
、
ハ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類

に
よ
る
地
球
温
暖
化
が
起
因
し
て
い
る
こ

と
に
間
違
い
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

氷
河
の
融
解
、
棚
氷
の
崩
壊
、
永
久
凍

土
地
帯
の
融
解
に
よ
る
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発

生
量
増
大
、
時
に
は
そ
の
爆
発
的
発
生
、

海
水
温
の
上
昇
、
海
面
水
位
上
昇
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。

　

昆
虫
や
害
虫
の
生
息
域
の
変
化
、
移
動

が
出
来
な
い
植
物
相
、
ま
た
イ
ワ
ナ
や
ヤ

マ
メ
な
ど
の
生
息
域
の
狭
小
化
な
ど
生
態

系
へ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
生
物
多
様
性
に
よ
る
生
物
へ
の
酸
素
の

供
給
、
水
の
供
給
、
そ
し
て
健
康
な
土
壌

か
ら
の
食
料
の
恵
み
、
森
か
ら
の
恵
み
、

医
薬
品
の
恵
み
、
自
然
と
伝
統
文
化
の
継

承
な
ど
に
も
人
間
の
生
活
・
文
化
環
境
に

も
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

視
点
を
農
業
分
野
に
向
け
る
と
、
地
球

温
暖
化
、
異
常
気
象
は
農
産
物
生
産
現
場

を
直
撃
し
て
い
ま
す
。
昨
年
２
０
１
９
年

の
降
水
量
は
６
、
７
月
、
そ
し
て
10
月
、

11
月
と
平
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

特
に
10
月
は
台
風
19
号
の
影
響
が
甚
大
で

秋
の
農
作
物
の
収
穫
・
生
産
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
稲
作
で
は
高
温
障

害
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
作
物
の
生

育
・
品
質
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
特

に
病
気
や
害
虫
の
発
生
が
高
く
、
農
薬
の

使
用
量
も
増
え
続
け
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
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に
抗
生
物
質
系
農
薬
と
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ

ド
系
農
薬
の
使
用
量
増
大
で
す
。
こ
れ
ら

の
農
薬
が
生
態
系
に
与
え
る
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

昆
虫
の
神
経
毒
と
言
わ
れ
る
ネ
オ
ニ
コ

チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
に
よ
る
ミ
ツ
バ
チ
が
消

え
る
現
象
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
使
用
禁
止
で
す
が
、
以
前
に
使
わ
れ
て

い
た
Ｄ
Ｄ
Ｔ
や
Ｂ
Ｈ
Ｃ
な
ど
の
農
薬
散
布

に
よ
る
小
鳥
な
ど
の
自
然
生
物
の
死
を
訴

え
た
小
説
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の

「
沈
黙
の
春
」*

を
想
起
さ
せ
る
現
象
が

起
き
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
害
虫
ア

ブ
ラ
ム
シ
を
退
治
し
て
く
れ
る
〝
天
敵
〟

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
も
い
な
く
な
り
ま
す
。
ネ

オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
は
河
川
や
湖
沼

か
ら
も
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
レ
イ
チ
ェ
ル・カ
ー
ソ
ン
は
巻
末
で「
私

た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
球
は
私
た
ち
人
間

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
・
・
・
、
昆
虫
と

私
た
ち
人
間
の
世
界
が
納
得
し
合
い
和
解

す
る
の
を
望
む
な
ら
ば
、
さ
ま
ざ
ま
の
生

命
力
を
無
視
す
る
こ
と
な
く
、
う
ま
く
導

い
て
、
私
た
ち
人
間
に
逆
ら
わ
な
い
よ
う

に
す
る
ほ
か
な
い
・
・
・
」〝
そ
し
て
、

鳥
は
鳴
か
ず
〟
と
し
て
「SILEN

T SP
RIN

G

」
の
書
名
で
１
９
６
２
年
に
ア
メ

リ
カ
で
出
版
さ
れ
、
世
界
的
に
大
き
な
反

響
を
呼
び
ま
し
た
。
日
本
語
訳
は
１
９
８

７
年
に
「
沈
黙
の
春
」
と
し
て
出
版
さ
れ

ま
し
た
。

　

島
根
県
の
宍
道
湖
で
ウ
ナ
ギ
や
ワ
カ
サ

ギ
の
漁
獲
量
が
激
減
し
た
の
は
、
１
９
９

３
年
か
ら
農
薬
と
し
て
使
わ
れ
た
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
が
原
因
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
、
国
立
産
業
技
術
総

合
研
究
所
や
東
京
大
学
な
ど
の
研
究
で
分

か
り
ま
し
た
。
餌
と
な
る
ミ
ジ
ン
コ
類
を

死
滅
さ
せ
た
た
め
と
い
う
こ
と
で
す
。
論

文
と
し
て
昨
年
の
12
月
米
科
学
誌
サ
イ
エ

ン
ス
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ワ
カ
サ
ギ
や

ウ
ナ
ギ
の
餌
と
な
る
ミ
ジ
ン
コ
類
が
激
減

し
、
ま
た
大
量
発
生
し
て
い
た
オ
オ
ユ
ス

リ
カ
も
出
現
し
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
そ

う
で
す
。

　

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
か
ら
動
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
（
ミ
ジ
ン
コ
を
含
む
）
か
ら
ワ
カ

サ
ギ
や
ウ
ナ
ギ
と
食
物
連
鎖
に
よ
る
生
物

濃
縮
で
数
百
倍
、
数
千
倍
、
万
を
超
え
る

倍
数
の
生
物
濃
縮
と
な
る
の
で
す
。
高
濃

度
の
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
類
は
生
物
に
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。

　

筆
者
が
ま
だ
中
学
生
の
こ
ろ
、
父
親
が

吸
っ
た
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
瓶
に
入
れ
水

を
注
ぎ
、
振
っ
て
茶
色
に
な
っ
た
液
体
を

鉢
植
え
の
菊
の
蕾
に
散
布
し
て
い
た
の
を

思
い
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
ニ
コ
チ
ン
が
高

い
殺
虫
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
農

薬
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
は
ヒ
ト
に
対
し
て

も
タ
バ
コ
の
ニ
コ
チ
ン
と
同
様
の
影
響
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
昨
年
（
２
０
１
９
年
）
末
か
ら
こ

の
２
０
２
０
年
３
月
上
旬
ま
で
の
降
雪
は

異
常
と
言
え
る
ほ
ど
少
な
く
、
新
潟
市
は

積
雪
ゼ
ロ
状
態
、
そ
の
ほ
か
の
地
域
も
１

／
３
～
１
／
５
の
積
雪
で
、
農
業
や
生
態

系
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
か
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
地
球
温
暖
化
の
危

機
的
状
況
の
現
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

悪
夢
の
妄
想
が
暴
走
し
始
め
な
い
前
に
、

現
実
に
な
ら
な
い
よ
う
に
祈
り
つ
つ
筆
を

置
き
ま
す
。

�

（
新
潟
薬
科
大
学
名
誉
教
授
）

上写真：ミツバチの分蜂（撮影：2015.5.17茨城県取手市）
この養蜂農家もミツバチが何度か忽然と消滅するような現象を
経験しています。その原因として、ネオニコチノイド系農薬が
指摘されています。

右写真：アゲハ蝶が４月中旬ころから拙宅のサクラソウの花にやって来
て蜜を吸っています（撮影：2018.4.30新潟市西区真砂）

長野県の群馬県境に近い、日本のレタス最大産地のある村では蝶々が飛
び交い、テントウムシのいる畑を作ってはならない、農薬を指導通り散
布しなさいと生産農家は厳しく農業指導員や近隣生産者から言われるの
だそうです。数年前小生がつくばで講演した際、この村から有機農業を
目指しているご夫婦が来られ、村八分状態にされると窮状を訴えられま
した。
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す
べ
て
の
高
校
生
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
習
を
！

新
潟
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
デ
ィ
ン
グ　

�

研
究
会
（
新
潟
市
）

現
在
の
高
等
学
校
生
物

　

現
在
の
高
等
学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
生

物
の
教
科
書
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
実
際
に
見
て
も
ら
う
と
、
御

自
分
の
高
校
時
代
と
は
か
な
り
違
う
と
い

う
印
象
を
抱
か
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
教
科
書
自
体
が
か
な
り
厚
く

な
り
ま
し
た
。
中
に
は
厚
さ
が
２
セ
ン
チ

近
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
次
に
、
内
容
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
近
の
生
物
学

の
動
向
を
踏
ま
え
、
遺
伝
子
に
関
す
る
記

述
が
か
な
り
多
く
な
っ
て
き
た
の
が
特
徴

で
す
。
生
物
の
し
く
み
が
詳
し
く
書
い
て

あ
っ
て
面
白
く
な
っ
て
き
た
反
面
、
苦
手

な
生
徒
に
と
っ
て
は
カ
タ
カ
ナ
語
も
多
く
、

取
り
組
み
に
く
い
内
容
に
も
な
っ
て
き
た

と
も
言
え
ま
す
。
特
に
大
き
く
増
え
た
遺

伝
子
の
分
野
は
、
実
験
実
習
な
ど
を
通
し

て
実
感
的
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
、
現
在
の
多
く
の
高
等
学
校
に
は

遺
伝
子
に
関
す
る
実
習
を
行
う
た
め
の
設

備
は
揃
っ
て
い
ま
せ
ん
。
理
数
系
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）

な
ど
で
は
、
大
学
等
で
の
遺
伝
子
実
習
を

試
み
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
ほ
と
ん

ど
の
高
校
で
は
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
基

本
的
な
実
験
実
習
さ
え
も
行
う
こ
と
が
出

来
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
近

い
将
来
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
関
す
る
事
項
が
よ
り

生
活
に
身
近
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
現
在
、む
し
ろ
高
校
卒
業
後
に「
生

物
」
を
学
ば
な
い
生
徒
に
こ
そ
、
遺
伝
子

実
習
を
経
験
さ
せ
、遺
伝
子
に
関
す
る「
難

し
い
、
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
払
拭
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
私
た
ち
は

考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
ど
ん

な
高
等
学
校
で
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
、

「
安
全
」
で
「
安
価
」
な
遺
伝
子
実
習
が

で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
「
新
潟
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ

ー
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
計
画
」
を
立
案
し
ま
し

た
。

新
潟
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
計

画
の
概
要

　

私
た
ち
が
進
め
る
「
新
潟
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
計
画
」
で
は
、
高
校
生
が

自
宅
近
く
の
植
物
を
採
取
し
、
高
校
の
授

業
で
押
し
葉
標
本
作
り
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
を

行
い
、
将
来
的
に
は
「
高
校
生
に
よ
る
植

物
図
鑑
」
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
そ
の
一
部
を
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
で
紹
介
し
て
い
ま
す
（
高
校
生
物
の
た

め
の
新
潟
バ
ー
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
実
習
）。

　

こ
の
実
習
を
行
う
上
で
必
要
な
機
材
、

試
薬
の
提
供
、
デ
ー
タ
の
集
約
等
は
新
潟

Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
研
究
会
が
行

い
、
実
際
の
実
習
で
必
要
な
技
術
的
支
援

は
新
潟
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
て

い
ま
す
。
こ
の
実
習
の
長
所
と
し
て
、
今

ま
で
実
習
後
に
デ
ー
タ
を
捨
て
て
い
た
大

腸
菌
や
ヒ
ト
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
用
い
た
実
習
と

は
異
な
り
、
実
習
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

県
内
の
植
物
分
布
に
関
す
る
情
報
や
Ｄ
Ｎ

Ａ
情
報
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

面
的
か
つ
経
年
的
に
蓄
積
さ
れ
た
植
物
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー
タ
は
、
学
術
的
に
も
自
然
保

護
の
観
点
か
ら
も
貴
重
な
資
料
に
な
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
実

習
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
校
生

が
「
日
頃
の
学
習
活
動
の
中
で
地
元
の
自

然
を
理
解
し
、
科
学
の
発
展
の
一
端
を
担

う
」
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取

組
は
全
国
で
も
新
潟
県
で
し
か
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
、
新
潟
県
で
仕
組
み
を

確
立
し
、
全
国
に
普
及
す
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自然保護助成基金助成先のご紹介

高校生物のための新潟ＤＮＡバーコーディング実習（https://sites.google.com/site/niigatadnabarcoding）
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　２／１に雪氷防災研究センター研究員の山下克也氏を講師にお迎えし、雪について学びました。例
年、野外で雪の観察をしていますが、今年は積雪が全くないため出来ませんでした。この状況が来年
も続くのか、地球温暖化によって雪はどうなるのか等の疑問についても見解をお話いただきました。
以下、山下先生のお話を基に、２つの疑問についてまとめてみました。� （事務局）

１．来年の冬も少雪傾向なのか？
　気象庁では、予報する目的に応じていくつかの数値予報モデルを運用しています。主な予報モデル
は以下の通りです（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/whitep/1-3-4.htmlを参考に作成）。

予報モデルの種類 発表する予報 予報領域 予報期間 実行回数
局地モデル 航空、防災気象予報 日本周辺 10時間 毎時

メソモデル 時系列予報、府県天気予報など 日本周辺
39時間 6回/日
51時間 2回/日

全球モデル 週間天気予報、台風予報など 地球全体
5.5日間 3回/日
11日間 1回/日

メソアンサンブル
予報システム 時系列予報、府県天気予報など 日本周辺 39時間 4回/日

全球アンサンブル
予報システム 台風予報、週間天気予報、１か月予報など 地球全体

5.5,11,18日間 2回/日
34日間 4回/週

季節アンサンブル
予報システム ３か月予報など 地球全体 7か月 1回/月

　予報モデルの予報期間は最長で7か月です。そのため、2月の時点では来年の冬が少雪かどうかは、
残念ながら予報出来ないのが現状のようです。

２．地球温暖化により今後の雪はどうなるのか？
　気象庁気象研究所の研究（川瀬宏明ら）によると、地球温暖化の進行によって積算降雪量は全国的
に減りますが、極端な大雪が北陸地方の内陸部で増加する可能性があります。突然のドカ雪が降るこ
とになるので、雪への備えは難しくなるとのことです。「温暖化＝少雪」とは一概には言えないようで
す。
　以下の写真は、魚沼、三条、長岡市にまたがる守門岳の保久礼（ほっきゅうれ）小屋の積雪の様子
です。2020年は最近15年間で最も雪が少ない冬となりました。

活動紹介　2/1に里山自然教室「雪とのつきあい方」を開催しました

2020.2.9撮影　降雪の直後でしたが、2月としては
通常よりも2ｍ以上雪が少なく感じました。

2014.2.24撮影　5年続きの大雪。ほぼ完全に2階建
ての小屋が雪にうまっています。
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　昨年、新潟県長岡市の旧越路町および旧小国町にある約90万㎡の山林を寄附取得しました。今後、
「越路の森」として、公益事業に活用して参ります。
　構成する森林の多くは、かつて薪炭林として利用された二次林です。20～30年の周期で伐採され、
薪や炭として利用されたと考えられますが、最近30年以上はほぼ利用されていません。優占する樹種
は、コナラ、ホオノキ、イタヤカエデなどで、ブナはわずかに存在するのみです。ブナ林は1ヵ所あり、
人工林は多くがスギ林です。山林は、①生物多様性保全地域、②一般公益的機能保全地域に区分して
管理を行います。また、対象地域で希少な動植物が発見された場合には、必要な保護対策を行います。
地元の方々が長きに渡り整備している旧道がある場所では、自然観察会を行う予定です。

①生物多様性保全地域
　小さい面積ではありますが、ブナが優占する森林です。ブナは
この地域の極相樹種として重要で、過去の二次林化によって失わ
れた典型的な樹種です。この地域では、残存する森林がほとんど
ないため、保全することには大きな意義があります。植生調査な
どのモニタリングをしながら、保全管理を行います。
②一般公益的機能保全地域
　人工林、落葉広葉樹林、草地などがあり、水源涵養の機能を発
揮する森林です。木材生産を目的とせず、自然の遷移過程を利用
した原植生への復帰を管理方針とします。

「越路の森」のご紹介

ブナの幹についたクマの爪痕

第19回自然保護助成基金の助成先が決まりました

第19回（2020）こしじ水と緑の会・朝日酒造自然保護助成基金　助成先� （申請順・敬称略）
№ 助成先 所在地 内　　　容 助成金額

1 昆虫はかせネットワーク 燕市 昆虫博士育成計画はじめの一歩 ¥500,000 

2 小千谷市の棚田を守る会 小千谷市 棚田の保全活動を通して自然環境の維持保護活動の実施 ¥270,000 

3 戸嶋修平 長岡市 アライグマの生息調査と生態系への影響評価 ¥500,000 

4 新潟県生態研究会 上越市 火打山のニホンライチョウと植生に係る調査及びその保全啓
発活動 ¥500,000 

5 にいがたダイバーシティネットワーク 新潟市 ジュニア学芸員養成講座 ¥500,000 

6 石澤佳代 新潟市 絶滅危惧種ハイハマボッスの保全 ¥500,000 

7 生物多様性保全ネットワーク新潟 新潟市 柏崎市西山地域のニホンイシガメ個体群の保全活動 ¥500,000 

8 NPO法人　越の里山倶楽部 長岡市 カイコを使った環境教育活動の手法の開発と実践 ¥500,000 

9 金子栞乃 上越市 新潟県におけるモツゴ属魚類の生息状況の調査 ¥500,000 

10 新潟ライチョウ研究会 妙高市 北限のライチョウ生息地である火打山に侵入したシカ・イノ
シシの実態解明 ¥500,000 

11 日本自然環境専門学校 新潟市 希少植物ヤマトグサの佐渡島における分布特性調査と本種保
全方法の検討 ¥499,940 

総額　￥5,269,940
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本誌は再生紙を使用しています

ご寄附ありがとうございました
（2019年12月１日～2020年２月28日、敬称略・順不同）

隅田直子、長谷川洋、金安健一、吉田直樹、国際石油開発帝石（株）、中山良二、牧野恭、小嶋基成、中山やすよ、
平澤新太郎、平澤聡、新野義弘、渡辺将勝、平田大、安澤義彦、渡邉勉、市川泰三、山賀基良、細田康、
駒形哲也、佐藤友則、佐藤優子、浅井拓郎、神田隆史、小林良博、本間一郎、長田守、遠藤好一

　会 員 動 向　（2020年２月28日現在）
会員501名（個人435、法人66）
引き続き、ご支援のほど宜しくお願い致します。

編集後記
　コロナウイルスが人類を試しているように感
じます。健康だけでなく、経済も大きな打撃を
受けていますが、終息を信じ粛々と活動を進め
て参ります。� （拓）

春の里山に親しむ会 「越路の森」

　地元塚野山の方々が長年草刈りなどの管理をしている旧道を歩きながら自然観察を行います。
歴史を感じながら自然観察を楽しみましょう。
☆日　　時　４月25日（土）９：00～12：00／集合：長谷川邸駐車場（長岡市塚野山）
☆募　　集　30名
☆参 加 費　￥300（当会会員￥200）
☆申込〆切　４月22日（水）

春のバードウォッチング

　春、里山には多くの野鳥がやってきます。美しくさえずる野鳥たちを見つけてみましょう。
☆日　　時　５月10日（日）９：30～11：30／集合：緑の家
☆募　　集　30名
☆参 加 費　￥300（当会会員￥200）
☆申込〆切　５月７日（木）

ツリークライミング体験

　見上げるような高い木に安全に登ります。大人も子どもも非日常の世界をお楽しみください！
☆日　　時　５月16日（土）１回目９：30～　２回目11：00～　３回目13：30～
　　　　　　※ご希望の回にお申込ください。
☆集　　合　巴ヶ丘自然公園駐車場
☆募　　集　各回とも10名（小学生以上・先着順）
☆参 加 費　￥300（当会会員￥200）
☆申込〆切　５月13日（水）

☆お 申 込　�事務局まで参加される方のお名前（お子様はお名前と年齢）、住所、電話番号をお
知らせください。後日、事前のご案内をお送りいたします。

※�天候などにより、事前の予告無く内容の変更や中止される場合がございます。あらかじめご了承ください。

春のプログラムのご案内


